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週
末
フ
ァ
ー
マ
ー
体
験
講
座

野
菜
の
栽
培
を
し
て
み
た
い
方
へ

時
４
月
下
旬
〜
12
月
下
旬
の
毎
週
土

曜
日　
場
㈱
新
ふ
く
し
ま
フ
ァ
ー
ム

（
土
船
）　
内
畑
で
農
産
物
を
生
産

し
出
荷
す
る
ま
で
の
実
地
研
修
と
講
習

講
㈱
新
ふ
く
し
ま
フ
ァ
ー
ム
の
職
員

な
ど　
対
野
菜
栽
培
に
興
味
が
あ
る

方
、
ま
た
は
新
た
に
農
業
経
営
を
始

め
た
い
方　
定
10
人
（
先
着
順
）　

料
保
険
料
の
み　
持
昼
食
、
作
業
用

の
服
装
な
ど　
申
電
話
か
❶
住
所
❷

氏
名
❸
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
は

が
き
か
フ
ァ
ク
ス
で

問
農
業
振
興
室
☎
525
︱
３
７
２
６　

533
︱
２
７
２
５

農
業
ふ
れ
あ
い
体
験

時
５
〜
11
月
（
初
回
：
５
月
27
日
㈰

４
回
開
催
予
定
）　
場
初
回
：
本
内

地
内
の
畑　
内
初
回
：
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
・
落
花
生
の
種
ま
き
、
ナ
ス
・
ざ

る
菊
の
定
植
、
野
菜
の
収
穫

講
地
元
農
業
者
、
農
業
委
員
会
委
員

対
市
内
在
住
の
親
子
（
子
ど
も
は
小

学
生
ま
で
）　
定
15
組
30
人
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
料
大
人

１
５
０
０
円
、
子
ど
も
500
円

申
５
月
２
日
㈬
ま
で
（
当
日
消
印
有

効
）
に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
電
話
番
号

❹
性
別
❺
年
齢
を
明
記
の
上
、
は
が

き
で

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
525
︱
３
７
７
９

平
成
30
年
度
市
民
活
動
活

性
化
支
援
事
業
の
ご
案
内

内
立
ち
上
げ
期
に
あ
る
市
民
活
動
団

体
の
組
織
強
化
の
取
り
組
み
と
団
体

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
活
動
を

資
金
面
で
支
援
し
ま
す
。　
対
次
の

全
て
に
該
当
す
る
団
体
❶
市
内
で
活

動
す
る
、
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団

体
❷
市
民
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
公
益
的
な
活
動

を
行
う
団
体

※
そ
の
他
、部
門
ご
と
に
要
件
あ
り
。

①
市
民
活
動
ス
タ
ー
ト
部
門
／
団
体

設
立
時
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
２
年

以
内
の
団
体
で
、
団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
人

材
育
成
な
ど
の
事
業
が
対
象
。
補
助

率
10
分
の
10
（
上
限
15
万
円
）

②
市
民
活
動
活
性
化
部
門
／
団
体
設

立
時
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
５
年
以

内
の
団
体
で
、
団
体
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
新
規
・
拡
充
す
る
事
業

が
対
象
。
補
助
率
３
分
の
２
（
上
限

30
万
円
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
４
月
２
日
㈪
か
ら
市
民
協
働
課
で

事
前
協
議
（
予
約
制
）
の
上
、
事
業

計
画
書
受
け
付
け

問
市
民
協
働
課
☎
525
︱
３
７
３
１　

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
526
︱
４
５
３
３

小
学
校
外
国
語
活
動
支
援

協
力
員（
通
称
Ｅ
Ａ
Ａ
）募
集

内
市
内
の
小
学
校
で
は
、
学
習
指
導

要
領
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
今
年
度
小

学
３
〜
６
年
生
の
児
童
を
対
象
に
、

外
国
語
活
動
の
授
業
を
行
い
ま
す
。

英
語
を
使
っ
た
体
験
的
な
学
習
を
通

し
て
、
英
語
の
音
や
リ
ズ
ム
、
外
国

の
言
葉
や
文
化
に
慣
れ
親
し
み
な
が

ら
、
国
際
理
解
の
基
礎
を
培
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
ま

す
。
市
内
の
小
学
校
で
外
国
語
活
動

の
支
援
に
携
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
市
内
・
市
近
隣
に
在
住
し
、
外
国

語
活
動
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
る
方

で
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す

方
❶
外
国
人（
英
語
圏
）で
、
日
本
語

を
理
解
で
き
る
。
❷
日
本
人
で
、
海

外
（
英
語
圏
）
在
住
の
経
験
が
あ
る
。

定
16
人
程
度　
申
４
月
13
日
㈮
ま
で

に
、
学
校
教
育
課
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
添
え
て
窓
口

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
後
日
、
書
類
審
査
と
面
接
あ
り
。

問
学
校
教
育
課
☎
525
︱
３
７
８
２

暮
ら
し

住
所
変
更
な
ど
窓
口
受
付

時
間
を
延
長
し
ま
す

内
窓
口
受
付
時
間
の
延
長
は
４
月
２

日
㈪
ま
で（
土
・
日
曜
日
含
む
）で
す
。

窓口延長時間

４月

２日㈪

午後７時
まで

１日㈰

午前９時
～
午後
５時30分

月

日

延
長
時
間

実
施
場
所
／
市
役
所
１
階
総
合
窓
口
、

西
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

延
長
時
間
内
の
取
り
扱
い
業
務
／
住

所
変
更
、
住
民
票
・
戸
籍
関
係
証
明

書
の
交
付
、
印
鑑
登
録
お
よ
び
証
明

書
の
交
付
、
一
部
の
税
証
明
書
の
交

付
な
ど

※
西
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
一
部
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
各
支
所
・
出
張
所
は
、
受
付
時
間

を
延
長
し
ま
せ
ん
。

※
窓
口
延
長
時
間
中
の
戸
籍
届
は
、

市
役
所
１
階
の
休
日
・
夜
間
受
け
付

け
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

は
、
引
っ
越
し
か
ら
14
日
以
内
の

届
出
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
カ
ー
ド

が
失
効
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ー
ド
の
電
子
情
報
更
新

に
は
時
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎
525
︱
３
７
３
２

漏
水
調
査
に
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す

内
水
道
局
で
は
、
例
年
専
門
業
者
に

委
託
し
、
定
期
的
に
水
道
管
の
漏
水

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

４
月
か
ら
調
査
の
た
め
個
人
の
敷
地

内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
水
道
局
配
水
課
☎
535
︱
１
１
２
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

内
４
月
６
〜
15
日
「
よ
く
み
せ
て　

ち
い
さ
な
き
み
の　

お
お
き
な
て
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
点

に
留
意
し
、
交
通
事
故
防
止
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
❶
子
供
と
高

齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
と
高
齢

運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
❷
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
❸
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
❹
飲

酒
運
転
の
根
絶

問
生
活
課
☎
525
︱
３
７
８
７

こ
ぶ
し
荘
、
立
子
山
自
然
の
家

夏
休
み
利
用
予
約
抽
選
会

時
４
月
15
日
㈰
午
前
10
時　
場
エ
ス

エ
フ
シ
ー
㈱
会
議
棟
（
南
矢
野
目
字

三
角
田
８
）　
内
７
月
21
日
〜
８
月

24
日
の
期
間
の
利
用
予
約
抽
選
と
受

け
付
け　
対
市
内
の
青
少
年
関
係
団

体
な
ど

問
こ
ぶ
し
荘
☎
591
︱
３
３
６
６

立
子
山
自
然
の
家
☎
597
︱
２
９
５
１

祝
日
の
ご
み
収
集

内
４
月
30
日
㈪
振
替
休
日
が
収
集
日

に
当
た
っ
て
い
る
地
区
の
可
燃
ご
み

は
収
集
し
ま
す
。
資
源
物
・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
収
集
は
休
み

で
す
。

　
５
月
３
日
㈭
憲
法
記
念
日
、
５
月

４
日
㈮
み
ど
り
の
日
が
収
集
日
に
当

た
っ
て
い
る
地
区
の
可
燃
ご
み
、
資

源
物
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

は
収
集
し
ま
す
。

問
清
掃
管
理
課
☎
525
︱
３
７
４
４

農
業
を
始
め
た
い
皆
さ
ん

を
応
援
し
ま
す
！

時
前
期
申
請
期
間
／
５
月
９
日
〜
６

月
８
日

後
期
申
請
期
間
／
８
月
８
日
〜
９
月

７
日

内
平
成
30
年
度
農
業
次
世
代
人
材
投

資
資
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
交
付
要
件
を
全
て
満
た
す
場
合
、

最
大
で
年
150
万
円
（
夫
婦
共
同
の
場

合
、
最
大
で
年
225
万
円
）
の
資
金
を

最
長
５
年
間
受
給
で
き
ま
す
。

※
親
族
が
農
家
の
場
合
は
新
た
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

※
既
に
独
立
し
て
農
業
経
営
を
開
始

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
、
継
承
す
る

経
営
に
従
事
し
て
い
る
方
で
５
年
以

上
経
営
し
た
場
合
は
対
象
外
。

対
新
た
に
独
立
し
て
農
業
経
営
を
開

始
し
自
立
し
よ
う
と
す
る
強
い
意
志

の
あ
る
45
歳
未
満
の
方　
定
予
算
の

範
囲
内
で
対
応
可
能
な
人
数

申
窓
口
で

問
農
業
振
興
室
☎
525
︱
３
７
２
６

福
島
市
・
福
島
市
交
通
対
策

協
議
会
交
通
遺
児
激
励
金

内
５
月
５
日
現
在
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
交
通
事
故
で
両
親
も
し
く
は

い
ず
れ
か
一
方
を
亡
く
し
た
子
ど
も

（
小
学
生
ま
た
は
中
学
生
に
限
る
）

を
扶
養
し
て
い
る
方
に
対
し
て
激
励

金
を
支
給
し
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
生
活
課
☎
525
︱
３
７
８
７

市
見
舞
金
支
給
・
東
日
本

大
震
災
義
援
金
配
分

　
次
の
要
件
を
満
た
す
方
で
、
配
分

を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
方
は
、
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。　

対
平
成
23
年
３
月
11
日
に
お
住
ま
い

だ
っ
た
市
内
の
住
家
（
ア
パ
ー
ト
・

借
家
も
含
む
）
が
市
に
よ
る
半
壊
以

上
の
被
害
認
定
を
受
け
た
方

持
り
災
証
明
書
・
申
請
者
（
世
帯

主
）
の
は
ん
こ
・
申
請
者
の
金
融
機

関
の
通
帳
な
ど

問
地
域
福
祉
課
☎
525
︱
３
７
４
７

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

申
請
期
限
延
長

内
東
日
本
大
震
災
で
平
成
23
年
３
月

11
日
に
お
住
ま
い
だ
っ
た
市
内
の
住

家
が
全
壊
、
大
規
模
半
壊
ま
た
は
半

壊
（
取
り
壊
し
更
地
に
し
た
場
合
）

と
な
り
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活

再
建
を
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

基
礎
支
援
金
・
加
算
支
援
金
（「
建

替
・
購
入
」「
補
修
」「
賃
貸
」
の
再

建
方
法
に
よ
り
支
給
）
の
申
請
期
限

が
延
長
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
期
限
／
平
成
31
年
４
月
10
日
㈬
ま
で

※
基
礎
支
援
金
を
申
請
し
な
け
れ
ば
、

加
算
支
援
金
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

添
付
書
類
、
支
給
内
容
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
地
域
福
祉
課
☎
525
︱
３
７
４
７

平
成
30
年
度
就
学
援
助
制
度

内
市
で
は
、
市
内
の
国
公
立
小
中
学

校
に
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
学
用
品

費
や
学
校
給
食
費
の
支
払
い
に
お
困

り
の
ご
家
庭
に
対
し
、
そ
の
一
部
を

援
助
す
る
「
就
学
援
助
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
お

子
さ
ん
が
通
学
す
る
学
校
に
備
え
付

け
の
「
就
学
援
助
受
給
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
そ
の
他
必

要
と
な
る
証
明
書
な
ど
を
添
え
て
学

校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
教
育
委

員
会
で
世
帯
構
成
の
確
認
や
世
帯
所

得
な
ど
の
審
査
を
行
い
、
認
定
に
な

れ
ば
就
学
援
助
を
受
給
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
子
さ
ん
が
通
学
し
て
い

る
学
校
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
学
校
教
育
課
☎
525
︱
３
７
８
２

鉄
道
線
路
敷
地
内
へ
の

立
ち
入
り
禁
止
の
お
願
い

内
毎
年
、
農
作
業
な
ど
で
線
路
敷
地

内
に
立
ち
入
る
こ
と
に
よ
る
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
大
変
危
険
で
す

の
で
、
線
路
に
は
絶
対
に
立
ち
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ビ
ニ
ー

ル
シ
ー
ト
な
ど
を
沿
線
で
使
用
さ
れ

る
場
合
は
、
強
風
に
よ
り
飛
散
し
な

い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
交
通
政
策
課
☎
525
︱
３
７
６
２

６
次
化
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

内
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
６
次
産

業
化
を
推
進
す
る
た
め
、
農
業
者
や

企
業
な
ど
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
図

り
、
本
市
産
農
産
物
を
使
っ
た
商
品

開
発
や
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
６
次

化
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
室
☎
529
︱
７
６
６
３
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